
「脱毛」に対するリスク観とベネフィット観 

井上茉南 

 

☆「ムダ毛」を残しておくこと自体にリスクは存在しない 

⇒「リスクのないことをリスク視している」点で脱毛という行動は「動物塚モデル」なのか？ 

 

〈脱毛に対するジレンマ〉 

 

☆ムダ毛があることをリスク視する考え→文化やマスコミによって植えつけられた概念 

                   脱毛グッズ・サロンの存在 

 

しかし… 

「ムダ毛」というリスクへの対策手段そのものにもリスクが存在している！ 

（⇔動物塚モデルにおいて、「慰霊」という行為そのものにリスクは存在しない） 

☆リスクに対して別のリスクで迎え討っている 

 

一方、レバ刺しモデルは…「安全性」と「食文化」の対立 

⇒（食べたら美味しいという）「満足」（＝ベネフィット観）と（O-157になるかもしれないとい

う）「リスク」の対立とも言える 

 

☆脱毛も（肌がきれいに見える、永久脱毛で手間が省ける）「満足」と（肌が傷む、サロンでのト

ラブルなど）「リスク」の対立といえる 

 

①リスクでないことをリスク視する…「動物塚」モデル 

②リスクに対して別のリスクで迎え討つ…New! 

③「満足」と「リスク」の対立…「レバ刺し」モデル 

 

 

い 

① 

② 

③ 

・「ムダ毛があるのは恥

ずかしい」 

・身だしなみ 

・肌を美しく見せたい 

・肌が傷む（カミソリ、

毛抜き、レーザー等） 

・手間とお金がかかる 

・トラブル（サロンと） 

 

・お金がかかる 

 

新モデル 

「脱毛」モデルを提唱

します！！ 


